































































































































































































































































































































































































従業者規模 目　　本 英国 米　　国 小　　売　　業
卸売業 小売業 小売業 卸売業小売業 日本 英国 米国
1～2 1．0 1，O 1．O 1．O 1．O 1．O 1．O 1．O
3～4 3．O 3．6 2．2 2．1 2．8 1．6 1．O 1．2
5～9 7．4 8．9 4．3 3．4 5．2 2．2 1．ユ 1．3
10～19 19．0 18．9 8．7 5．9 9．7 2．2 1．1 1．4
20～29 40．830，5／・… ／・… ／… 2．0
30川49 73．546．3 1．9
／… ／・・
50川g9154．8 97．347．529．O50．9 2，3 1．1 1．5
100人以上ユ106．3 855．3159．2 75．7169．5 4，O 1．O 1．1
（注）　目本…一・商業統計表（37年）。
　　英国……ReportontheCensusofDistribution1961。
　　米国……Census　ofBusiness1958。
　　　　　　米国の場合3人～4人は3人～5人，5人川g人は6人～9人の毛のを充
　　　　　　当した。作業者規模1人～2人の単位あたり年間販売額＝1．0として各
　　　　　　規模の倍率を示したもの
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してくる時代にあることを考えると政府の援助施策をまつまでも改く，自力に
よる経営改善が積極的にいまとりあげられねばならないと考えるからである。
そのためには前述のような企業をとりまく環境，とくに杜会経済的流通活動の
体系などを注目しながらの経営体制の合理化が必要だということである。また
そのためには，企業内での個々バラバラの活動の統合が必要だと申し述べたが，
それと同時に，他企業，他業界との協調といったことが，必要とされよう。社
内においても各個バラバラの活動だけでは問題が解決できないところから統合
が提唱されていると同様，企業閻，業界間にも同じく，統合を必要とする面が
でてきている。たとえば，さきにも一寸ふれた産業構造審議会流通部会で，物
的流通システムの近代化としてパレットプール機構の設立を提唱し，政府関係
金融機関からの低利融資を勧告しているが，これなどは企業内においてかなり
のパレットが利用されていながら（約1000万枚），それは多く自社工場内ある
いは自社工場内での運搬，保管用で荷主から荷受人までの一貫バレチゼーショ
ソは，アメリカ，ヨー巨ツパの如くなされていない現況にあることから，これ
が推進のためその設立を政府が後押しして実現しようというのである。すでに
ヨーロッバにおいては，4年前から諸国相互間の国際パレットプール機構の成
立をもみて，その運営の円滑から一賛パレチゼーショソによる犬きなメリット
を各企業は得ている邊このようなことが目本では何故できないのであろうか，
目本は，最近まで自由化の波をうけずに過去20年闇（戦争申をも入れれぱ30
年近く）も経過したので，経営管理面からみれば，鎖国状態にあったと言って
よい。とくに中小企業は政府の保護援助策から合理化意欲にかけるものが多か
ったと言ってよく，また大企業も市場として政府や地方公共団体を考えればそ
れでよいものが多かったことから，真の意‘味での経営合理化はあまりみられな
くて今日に至ってきた。
　そのことから，社会経済的視野にたった高次元の経営者や管理者としての態
度が十分確立されずにきたために，目先の目常業務に目がうぱわれ，より体系
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的な把握がされなかったし，他杜や他業界との協力といったことも欧米のよう
に敏速にとりあげられずに政府の指導をまたねばならぬことが，前述のように
ボラソタリチェーンの育成などにみられるということである。さきにあげたパ
レットプール機構の設立についても同じことが言える。物的流通の近代化とい
った大きな次元からこれを前向きに前進させるという議論よりも目先きにとら
われた議論が多いのが現状である。
　目本において，アメリカやヨーロッバから導入した経営管理上の考え方やテ
クニックが，いま再検討されているが，それはたしかに目本の土壌にあった毛
のでなければ育たないものもあろうが，しかし，どのようにすぐれた考え方や
テクニックでも，これを受け入れる側において，そのための体制をもたないと
きにはだめである。そして，いまわれわれは，欧米のそれを入れるか，それに
かわるべきすぐれた方法をうみだすかはとにかくとして，自由化の波にあらわ
れて，目本の企業の主体性を失うかどうかの段階にきていると言いたい，これ
らの状勢を念頭において行動をおこそうとする意欲のないものが多いときには，
いか愈るすぐれた研究も無意味なものになってしまうということである。
　マーケテイソグ概念の再検討から，最近における物的流通管理に至る一連の
考え方の変化をここにのべてきたが，いま目本の企業にとって必要なことは・
政府の援助政策というよりも，正しい意味での，杜会経済的観点からみての，
企業経営的あり方，とくにマーケティソグ（流通）体系を考えてのマーケテイ
ソグ（販売）活動の再編成，そして物的流通体系を考えての物的流通管理体制
の整備を提唱したぺ・のである。
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